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まずは測定してみましょう！

• 市村先生が中心となって作成した測定尺度

• https://jp.surveymonkey.com/r/F5DKSN2

• 皆さん疲れてますか？

• ええ、僕は疲れてます！

• 「評価疲れ」の研究に疲れているんですよ！
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https://jp.surveymonkey.com/r/F5DKSN2


「評価疲れ」とは？

•大学評価を始めとする多くの評価においては、そのネ
ガティブな側面として「評価疲れ」について言及される

ことが多い。

•しかし、「評価疲れ」は、漠然とした語として使用されて
おり、その原因や生じるメカニズム、克服の可能性等

について明らかになっていない。
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中央教育審議会(2008)
学士課程教育の構築に向けて（答申）
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大学評価コンソーシアム設立趣意書(2009)

大学評価導入時には、作業負担に関
する「評価疲れ」が中心



ここ数年、再び「評価疲れ」が
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改善アンケート疲れ！？



「評価疲れ」を引き起こ
す要因として

第一に、受審する側と
評価する側の負担感

第二に、評価結果の活
用度や社会からの認
知度の低さ
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なぜ評価疲れが起こるのだろうか？

• 大学へのヒアリング調査に基づき、代表的なもの
として

• 執行部からの、良い評価を取らなければいけないという
暗黙のプレッシャー

• 内部質保証体制の構築として、強制される「自主的な」
改善

• 「動機づけ」の問題

10



機構内プロジェ
クトでの
研究内容
(令和3~5年度)

１．「評価疲れ」概念の明確化

• 文献調査、機構が実施した評価における大学・評価者
向け検証アンケートの分析、大学へのヒアリング調査

２．「評価疲れ」の測定手法の開発

• ヒアリング調査を踏まえ、大学における「評価疲れ」の
測定尺度の項目案を作成し、評定実験を通じた測定尺
度の信頼性・妥当性の検討による精緻化

• 非言語情報に基づく「評価疲れ」の客観的測定指標の
開発

３．「評価疲れ」軽減へ向けた実践

• 研究会を組織して大学、評価機関の教職員からなる研
究会を組織し、「評価疲れ」の軽減へ向けて取組を議論

• 「評価疲れ」軽減へ向けた、ワークショップ等の実施
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• 「評価疲れ」を引き起こす要因について、2022年4~5月に国立大学5校を対象としたヒア
リング調査を踏まえて概念整理および、軽減策を考察。

1. 評価の自己目的化の問題
KPIの向上のみが目的となってしまい、他の基礎的な取組みが犠牲になるような設計は避ける。

2. 目標・計画の設定の問題
Evaluability Assessment（評価可能性のアセスメント）の手法を大学評価に適用

3. 「動機づけ」の問題
外発的動機づけとして求められている評価の中で、「内部質保証」に代表されるように、自主的な改
善（内発的）を求められている。

外発的動機を与えることにより、内発的動機づけが低下するアンダーマイニング効果。

⇨すでに機能している改善に向けた取組に対しては、無理に介入しないことも必要か

「評価疲れ」をもたらす要因と軽減へ向けた整理
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